






研究目的 

近年各方面における未熟児網膜症に対する関心と医療水準の向上により,本症による重症

瘢痕期病変の発症率が減少しているという報告が多い。天理病院眼科未熟児外来でも最近

の 2,3 年間の重症瘢痕期病変の発症率は減少していると思われる。しかし,これは臨床的印

象にすぎないので,今回,我々は昭和 56 年度の天理病院眼科未熟児外来および奈良県にお

ける未熟児網膜症の発症状況を把握し,今後の地域医療における未熟児網膜症診療体制確

立の必要性について考察してみた。 


